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府 食 第 459 号  
平成19年 5月10 日  

厚生労働大臣   

柳澤 伯夫 殿  

食品安全委員会  －  

委員長  

－ 
し：  

■＼  

食品健康影響評価の結果の通知について   

平成17年7月25日付け厚生労働省発食安第0725002号及び平成18年7月18日付け厚  

生労働省発食安第0718013号をもって貴省から当委員会に対して求められたビフエントリ  

ンに係る食品健康影響評価の結果は下記のとおりですので、食品安全基本法（平成15年  

法律第48号）第23条第2項の規定に基づき通知します。   

なお、食品健康影響評価の詳細は別添のとおりです。  

記  

ビフエントリンの一日摂取許容量を0．01mg／kg体重／日と設定する。  
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農薬評価書  

ビフエントリン  

2007年5月  

食品安全委員会  
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要 約   

ビレスロイド系の殺虫剤である「ビフエントリン」（IUPAC：2・メチルビ  

フェニル甘イルメチル（勿・（1瓜実3風針3－（2－クロロ・3，3，3－トリフルオロブロパ十エ  

ニル）－2，2－ジメチルシクロプロパンカルポキシラート）について、各種試験成績  

等を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット及びヤギ）、植物体内運  

命（りんご、ワタ及びトウモロコシ）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、  

作物残留、急性毒性（ラット、マウス、ウサギ及びニワトリ）、亜急性毒性  

（ラット、マウス、イヌ及びウサギ）、慢性毒性（ラット及びイヌ）、発が  

ん性（ラット及びマウス）、2世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及び  

ウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められな  

かった。また、発がん性については、ヒトに対して発がん性を有する可能性  

は極めて低いと考えられた。   

各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた発生毒性試験の1．O mg／kg体重／日  

であったことから、これを根拠として安全係数100で除した0．01mg／kg体重／日を  

一日摂取許容量（ADI）とした。  
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Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺虫剤  

2．有効成分の一般名  

和名：ビフエントリン  

英名：bifenthrin（ISO名）  

3．化学名  

IUPAC   

和名：2－メチルビフェニルー3イルメチル（カー（1瓜実3風針3－（2・クロロー3，3，3－  

トリフルオロブロパートエニル）－2，2－ジメチルシクロプロパンカルポキシラー ト   

英名：2－methylbiphenyl－3－ylmethyl（2）－（1兄S3R5）・3，（2－Chloro－3，3，3－  

trifluoroprop－l－enyl）一2，2－dimethylcyclopropanecarboxylate  

CAS（No．82657・04－3）   

和名‥【1α，3α（勿】－（±）－（2－メチル【1，1しビフェニル］－3－イル）メチル甘【2－クロロ3，3，3－ト  

リフルオロー1プロペニル］－2，2－ジメチルシクロプロノミンカルポキシラート   

英名：【1α，3a（勿］L（±）－（2－methyl［1，r－biphenyl］－3－yl）methyl－3－【2－Chloro3，3，3－  

trifLuoro－1－prOpenyl］一2，2，dimethylcyclopropanecarboxylate  

4．分子式  

C23H22（〕1F302  

5．分子量  

422．87  

6．構造式   

《
J
 
H
 
 

C
 
 ∧

 
 

一
J
 
 

H
 
 

CH－・・－CH  

F〉c＝∠  

ーrO－H2C  

7．開発の経緯  

ビフエントリンは、1977年に米国FMC社により開発されたビレスロイド系の殺虫剤で   

ある。昆虫の神経軸索の神経膜に作用し、ナトリウムチャネルの働きを乱し、神経刺激の   

軸索伝導を阻害し、昆虫を死に至らしめる。  

我が国では、1992年にキャベツ、はくさい等を対象に初めて登録されており製剤ベー   

スで年間17∠l．5トン（平成15農薬年度）生産されている。（参照80）  

また、諸外国では米国等約60カ国で食用農作物、樹木等に登録がなされている。   

2004年12月にエフエムシー・ケミカルズ株式会社（以下「申請者」という。）より農  

薬取締法に基づく適用拡大登録申請（かんきつ等）がなされ、参照2～75の資料が提出さ  

れている。  
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Ⅱ．試験結果概要   

各種運命試験（ⅠⅠ・1～4）は、ビフエントリンのビフェニル上の末端ベンゼン環の炭素を  

14Cで標識したもの（Ben－14C－ビフエントリン）及びシクロプロパン環1位の炭素を14C  

で標識したもの（Cyc－14C－ビフエントリン）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物  

濃度は特に断りがない場合はビフエントリンに換算した。代謝物／分解物略称及び検査値等  

略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）薬物動態（ラット 

SDラットにBen・14C－ビフエントリンを低用量（4mg／kg体重）及び高用量（35   

mg／kg体重）で単回経口投与する薬物動態試験が実施された。血液中濃度推移は表1   

に示されている。ビフエントリンを単回経口投与した場合、化合物はゆるやかに吸収  

され、血中及び血祭中濃度は投与後4～6時間後でピークに達した。（参照3）  

表1 血液中放射能推移  

低用量  高用量   

実平均投与量  
5．4   4．2   37．0   36．6   

（mg／kg体重）  

部位  血液   血祭   血液   血祭   

1時間   0．15   0．26★   0．58   3．71★  

4時間   0．66   1．89   2．49  
平均濃度  

6時間   0．61  3．29   8．78  
（匹g／mL）  

24時間   0．11   0．16   1．27   1．99  

72時間   0．06  0．52  

Tl／2（時間）  6．0  8．7  
★：投与後2時間（低用量）及び3時間（高用量）の値  

（2）代謝試験（ラット）  

SDラットにBen－14C－ビフエントリンを5mg／kg体重（雄：5．12mg／kg体重、雌：   

5，38mg／kg体重）で単回経口投与する代謝試験が実施された。投与後、糞、尿試料は   

0～8、8～12時間、以降12時間毎に168時間後まで分別採取した。投与後24及び   
168時間の尿及び糞中排泄率は表2に示されている。主要排泄経路は糞であり、投与   

後48時間以内にその大部分が排泄された。性差は認められなかった。  

表2 尿及び糞中排泄率（％TÅR）  

性別   雄  雌   

部位   尿   糞   尿   糞   

投与後24時間   1．82   29．4   2．69   42・8   

投与後168時間   0．84   0．24   0．29  0．58   

7日間累積   7．47   83．2   8．33   83．5   
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単回投与における組織分布は表3に示されている。雌雄共に最も残留濃度が高い組  

織は脂肪であった。組織中への残留は極めて微量であった。  

表3 単回投与時の主要組織の残留放射能濃度  

性
 

別   投与7日後   

雄  月謝方わ．78）、皮膚の．17）、澗蔵の．07）、その他め．03以‾R   

雌   
月謝方（1．65）、生夕潮泉の．抑）、皮鰯＝鉦北）、肺臓め．12）、骨め．∞）、  

腎臓わ．05）、その他め．M以‾円   

注）残留放射能浪度はビフエントリン換算濃度（巨g／g）   

糞中にj封ナる代謝物の分析結果は表4に示されている。ほとんどは未変化体のビ  

フエントリンであり、その他に少量の代謝物K及びMが同定された。尿中の代謝物  

は同定されなかったが、極性の高い抱合体であった。（参照4）  

表4 糞における代謝物（％一人R）  

試料  性別  ビフエントリン   代謝物   

雄   46．2   M（1．5）、K（1．4）  
糞  

雌   27．5   K（1．6）、M（1．3）   

（3）吸収、排泄及び分布1（ラット）  

SDラットにCyc－14C－ビフエントリン（雄）、Benq14C－ビフエントリン（雌）を低   

用量（4ITlg／kg体重）及び高用量（35mg／kg体重）で単回経口投与する代謝試験と、   

非標識ビフエントリンを低用量（4mg／kg体重）で14日間経口投与した後に標識化   

合物を低用量（4mg／kg体重）で1回経口投与する代謝試験が実施された。投与後48   

時間の呼気、尿及び糞中排泄率は表5に示されている。いずれの標識体を用いた場合   

も排泄は速やかで、7日間で90～96％の排音世率であった。主要排泄経路は糞であり、   

66～83％を占めた。高用量単回、低用量単回及び反復投与での排泄は同様であった。   

呼気中から放射能はほとんど検出されなかった。  

表5 呼気、尿及び糞中排泄率（％TAR）  

性別   検体   
呼気   尿   糞  

（0－48時間）  （0－48時間）   （0－48時間）   

雄   Cyc－14C   
司  

雌   Ben－14C   

雄   Cyc－14C  
司  

雌   Ben－14C  
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低用量・反復   
雄   Cyc－14C  18．4   73．2  

雌   Ben－14C  25．0   65．8   

高用量・単回   
雄   Cyc－14C  21．6   68．9  

雌   Ben－14C  21．8   70．9  

単回及び反復投与における組織分布は、表6に示されている。低用量及び高用量の  

雌雄で最も残留濃度が高い組織は脂肪であった。（参照5）  

表6 主要組織の残留放射能濃度  

投与条件  性別   検体   投与7日後（匹g／g）   

胴据1．（瑚、脚帥．27）、カーカスわ．2（カ、皮膚め．25）、前立腺わ．17）、肝  
雄   Cyc－14C  

低用量  臓b．14）、月舐I．1ウ）、その他仙場末瀾  

・単回  月謝煮1．鋤）、皮膚わ．76）、卵巣ぬ3¢、月榔．細、子宮め．1乱カーカス  
雌   Ben－14C  

わ．1カ、月刊敵）．11㊥、骨め．畑、その他加治未瀾   

脂醍ね．魂し皮膚1．75）、月刊樹b．8乱カーカスわ．77）、前朝紅）．6玖体  
雄   Cyc－14C  

高用量  毛わ．6劫、月朝敵）．4亜、肺わ．39）、その他ぬ3未瀾  

・単回  月謝鳩2．沙、皮顧3．92）、卵巣3．37）、膵臓隠（料、子宮隠0乱カーカス  
雌   Ben・14C  

（1．33）、その他1．0揃   

脂肪（1．09）、膵臓（0．34）、前立腺（0．19）、肝臓（0．15）、皮膚  
雄   Cyc－14C  

低用量  （0．15）、カーカス（0．10）、その他（0．10未満）  

・反復  脂肪（2．53）、月割蔵（0．35）、卵巣（0．34）、皮膚（0．27）、肝臓（0．14）、  
雌   Ben－14C  

カーカス（0．13）、その他（0．10未満）   

（4）吸収、排泄及び分布2（ラット）  

SDラットにBen－14C－ビフエントリン（雄）又はCyc－14C－Fフエントリン（雌）を   

低用量（4mg／kg体重）及び高用量（35mg／kg体重）で単回経口投与する代謝試験と、   

非標識ビフエントリンを低用量（4mg／kg体重）で14日間経口投与した後に標識化   

合物を低用量（4mg／kg体重）で1回経口投与する代謝試験が実施された。投与後7   

日間の尿、糞、組織及びカーカス中の排泄率は表7に示されている。 投与後7日間で   

糞中に投与量の71．2～83．5％及び尿中に9．4～14．5％が排泄された。予備試験の結果、   

呼気中から放射能はほとんど検出されなかった。投与後7日間のカーカスには、投与   

量の2．38～5、33％の残留がみられた。  

表7 投与後7日間における尿、糞、組織及びカーカス中排泄率（％TÅR）  

投与量  性別   検体   尿   糞   組織   カーカス   

低用量  雄  Ben・14C   9．37   83．4   0．14   2．65  

・単回  雌   Cyc－14C   12．1   74．4   0．15   3．71   

低用量  雄  Ben－14C   12．0   83．5   0．22   3．15  

・反復  雌   Cyc－14C   14．3   74．0   0．21   5．33   
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Ben－14C   12．4   75．7   0．13   2．38   

雌   Cyc－14C   14．5☆   71．2央   0．22   5．01   

★ニ再試験結果   

単回及び反復投与における組織分布は、表8に示されている。低用量及び高用量の雌  

雄で最も残留濃度が高い組織は脂肪であった。（参照6）  

表8 主要組織の残留放射能濃度  

生別   

低用量   
雄   

・単回   

雌   

高用侵   
雄   

・単回   

雌   

低用並   
雄   

雌   

性男  検体   投与7日後（ドg／g）  

脂拍1．12）、彪執）．14）、カーカスわ．14）、澗細．0由、月紬．㈹）、勧．（料、  
雄  Ben－14C  

前立月如．鵬）、膵臓わ．礪）、その伽．05荊蘭  

月親水1．18）、カーカスぬ21）、劇削）．18）、脚敵）．12）、卵巣ぬ12）、俳恥．11）、  
雌  Cyc－14C  

そ瑚．1鯛  

月誹煮7．鴎）、毛（1．12）、カーカスわ．弧、皮燭ぬ73）、肝臓軋51）、その他  
雄  Ben－14C  

わ．4未満  

月観諌15．6）、カーカス也．2d）、皮病疫．1¢、月商1．41）、三頁1．0粛、その他ぬ9  
雌  Cyc－14C  

以再  

脂肪（1．43）、皮膚（0．19）、カーカス（0．17）、肝臓（0．11）、そ  
雄   Ben－14C  

の他（0．1未満）  

脂肪（1．27）、カーーカス（0．26）、皮膚（0．21）、膵臓（0．12）、肺  
雌   Cyc－14C  

（0．12）、肝臓（0．11）、その他（0．1未満）   

（5）オートラジオグラフイー（ラット）  

SDラットにBen－14C－ビフエントリンを0．5mg／kg体重で単回経口投与し、全身オー   

トラジオグラフイ一によって組織内の放射能濃度が測定された。雌ラットの消化管か   

らの吸収は遅く、投与6時間後に組織内放射能は最高となった。消化管及び肝臓（胆   

管も含む）の濃度が高かった。血液、骨髄、内分泌系臓器及び脂肪中にも分布がみら   

れた。脂肪中では、192時間後でも分布がみられた。下垂体以外の中枢神経系の放射   

能は検出されないことから、放射能が血液／脳関門をほとんど通過しないことが示唆さ   

れた。（参照7）  

（6）ラット体内における代謝試験  

SDラットにBen－14C－ビフエントリンを0．5mg／kg体重で最長70日間、反復経口投   

与する代謝試験が実施された。また、投与終了後、最長85日間の回復期間を設けた。   

主要組織における蓄積量と半減期は表9に示されている。放射能濃度は脂肪中で最も   

高く、肝臓、腎臓、皮膚及び卵巣ではいずれの時期においても血柴中濃度より高かっ   

た。また、全血中と血梁中の放射能濃度が類似していたことから、血球中への取り込   

みがほとんどなく、血球の特定部位への蓄積がないことが示唆された。脂肪中の代謝   

物は未変化体であるビフエントリンが65～85％を占め、他は3種類の代謝物であっ  
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た。（参照8）  

表9 主要組織の蓄積量及び半減期（巨g／g、日）  

投与開始後   肝臓   腎臓   脂肪   皮膚   卵巣   血燥   

1日   0．07   0．04   0．33   0．08   0．11   0．01   

70日   0．40   0．28   9．62   1．72   1．69   0．06   

155日★   0．01   0．03   2．74   0．50   0．30   ＜0．01   

半減期（日）   19   28   51   50   40   42   

☆：回復期間最終日  

（7）胆管挿管ラットを用いた代謝試験  

胆管挿管したSDラットにBen－14C－ビフエントリンを雄5．O mg此g体重、雌2．5   

mg／kg体重となるように単回経口投与する代謝試験が実施された。糞、胆汁及び尿中   

の排泄割合は表10に示されている。ビフエントリンを経口投与したときの排泄割合   

は、糞、胆汁、尿の順で高く、消化管による吸収率は、雄が35．6％、雌が49．8％であっ   

た。  

表10 糞、胆汁及び尿への排泄及び体内残留の割合（％TAR）  

部位   雄   雌   

糞   24．9   48．7   

胆汁   18．6   30．0   

尿   10．7   15．0   

組織   6．3   4．8  

糞及び胆汁中における代謝物の分析結果は表11に示されている。糞中代謝物のほ  

とんどは未変化体のビフエントリンで、胆汁中では大部分が抱合体（雌雄平均96．0％）  

で、未変化体は僅かであった。胆汁中代謝物をβグルクロニダーゼ／スルファターゼを  

用い酵素的に加水分解すると、代謝物D、E、Ⅰ／J、ジヒドロキシビフエントリン（代  

謝物B、C）、M及びKが認められた。（参照9）  

表11 糞、胆汁及び消化管内容物中の代謝物（％TAR）  

試料   性別   ビフエントリン   代謝物   

雄   92．3   M（1．1）、K（0．4）、D／E（0．2）  

糞  

雌   89．5   D／E（0．9）、M（0．2）、K（0．2）   

雄   0．2   極性化合物（94，1）、K（1．3）  

胆汁  

雌   0．3   極性化合物（97．0）、K（1．1）   
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極性化合物（33．3）、D／E（22．2）、ジヒ  

雄  ドロキシビフエントリン（13．6）、  

★  Ⅰ／J（11．6）、K（9．1）、M（6．0）  

極性化合物（36．3）、D／E（36．3）、  

雌  Ⅰ／J（17．1）、ジヒドロキシビフェント  

リン（13．2）、K（5．8）、M（4．3）   

事  
＝コ  

雄   91．9   D／E（4．4）、K（0．7）、M（0．6）  

勿  
嘩   84．3   D／E（9．7）、K（0．5）、M（0．5）   

☆：胆汁中の代謝物を酵素的に加水分解した。  

（8）ラット排泄物中の代謝物の同定1  

SDラットにCyc－14C－ビフエントリン（雄）又はBen－14C－ビフエントリン（雌）を   

低用量（4mg／kg体重）及び高用量（35mg／kg体重）で単回経口投与する試験と、非   

標識ビフエントリンを低用量（4mg／kg体重）で14日間経口投与した後に標識化合   

物を低用量（4mg／kg体重）で1回経口投与する試験が実施され、代謝物の同定が行   

われた。  

臓器、組織及びカーカス内の放射能濃度は表12に示されている。 いずれの投与群   

においても脂肪が最も高い値を示した。また、特定臓器への蓄積はみられなかった。  

表12 主要組織の残留放射能濃度  

生別   

低用量   
雄   

・単回   

雌   

雄   
商用塵  

・単回   
雌   

低用量   雄   

・反復   

雌   

性男  検体   主要組織中の放射能濃度（ドg／g）  

月謝煮1．∽）、皮摘わ．25）、カーカスわ．20）、脚b．17）、月瑚如．14）、その他  
雄  Cyc－14C  

め．1未満  

月謝双1．師）、彪鰍〕．76）、カーカスわ．12）、月刊雑）．12）、骨ぬ畑、その他  
雌  Ben－14C  

め．1未繭  

雄  Cyc－14C  月誹触．魂）、皮嘲1．75）、月欄払89、カーカスわ．77）、その他め．5未繭  

月謝叔23．少、皮膚隠92）、カーカス（1．39、月刊如．8¢、筋肉わ．72）、月制162）、  
雌  Ben－14C  

その他め．4東商  

月謝双1．0功、月徹．15）、皮膚ぬ1劫、カーカスわ．10）、月穐．1d）、その他  
雄  Cyc－14C  

め．1未繭  

雌  Ben－14C  月誹プ弛．53）、皮l歓）．27）、カーカスわ．1台）、月刊細．14）、その他吼1未満   

7日間の排泄率は表13に示されている。 放射能の大部分は糞中に排泄された。  

表13 7日間の排泄率（％TAR）  

性別   検体   糞   尿   組織   

を  雄   Cyc－14C   82．8   13．4   3．4  

雌   Ben－14C   72．9   19．6   3．2   

を   雄   Cyc－14C   73．2   18．4   2．8   
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・反復   雌   Ben－14C   65．8   25．0   3．2   

高用量  雄   Cyc－14C   68．9   21．6   3．1  

・単回  雌   Ben－14C   70．9   21．8   3．5  

糞中の経時的排泄率は表14に示されている。放射能は1～2日の間に大部分が速や  

かに排泄された。  

表14 経時的糞中排泄率（％TÅR）  

投与量  性別   検体   0～24時間  24～48時間  48～72時間  144～168時間   

低用量  雄   Cyc－14C   57．7   20．7   2．64   0．37  

・単回  雌   Ben・14C   40．2   24．2   5．67   0．35   

低用量  雄   Cyc－14C   35．9   32．0   2．49   0．28  

・反復  雌   Ben－14C   18．7   30．9   5．13   0．42   

高用量  雄   Cyc－14C   27．6   27．9   9．39   0．35  

・単回  雌  Ben－14C   13．5   30．0   20．9   0．43  

糞中には未変化体が多く、その他には、親化合物のモノヒドロキシ及びジヒドロキ  

シ化合物（代謝物D、E、B及びC等）がみられた。尿中には、加水分解物（代謝物  

H、F、G及びK等）がみられた。（参照10）  

（9）ラット排泄物中の代謝物の同定2  

SDラットにBen－14Cゼフエントリン（雄）又はCyc－14C－ビフエントリン（雌）を   

低用量（4mg／kg体重）及び高用量（35mg／kg体重）で単回経口投与する試験と、非   

標識ビフエントリンを低用量（4mg／kg体重）で14日間経口投与した後に標識化合   

物を低用量（4mg／kg体重）で1回経口投与する試験が実施され、代謝物の同定が行   

われた。  

放射能の大部分は48～72時間に糞及び尿に排ラ世された。尿中では親化合物の構造   

を持ったものはほとんど認められず、Ben－14C－ビフエントリンを投与した雄の尿中か   

らは、代謝物P及びM等、Cyc－14C－ビフエントリンを投与した雌の尿中からは、代謝   

物H、G及びF等の抱合体と非抱合体の両方が認められた。糞中には未変化体、代謝   

物D、E及びⅠ／才等の他、モノ及びジヒドロキシ化合物の加水分解物（代謝物P、N   

及び0等）が主に抱合されない形で排泄された。ビフエントリンのラット体内の代謝   

は他のビレスロイドと同様に加水分解、酸化及び抱合と考えられた。（参照11）  

（10）泌乳中のヤギにおける代謝試験  

Ben－14C，ビフエントリン又はCyc，14C－ビフエントリンを泌乳中のヤギに2mg／kg体   

重／日の投与量で7日間、反復経口投与する代謝試験が実施された。乳中への移行は投   

与開始から4日間で平衡状態となり、放射能の残留量はビフエントリン換算で0．7～  

1．5膵／gであった。心臓、腎臓、肝臓、筋肉及び脂肪中の残留は、ビフエントリン換   

算でそれぞれ、0．4～0．6、0．3～1．0、1．6～3．9、0．2～0．5及び0．7～2．8トLg／gであった。  

－54－   



排泄は、消化管及び尿管が主要な経路であった。肉眼的病理検査、乳量、乳中の脂肪  

含量、ヤギの健康について異常は認められなかった。（参照12）  

（11）ヤギにおける代謝試験  

Ben－14C－ビフエントリン又はCyc－14Cゼフエントリンを泌乳中のヤギに2Llg／kg体   

重／日の投与量で7日間、反復経口投与する代謝試験が実施された。投与開始後4～7   

日で乳中への放射能分泌が平衡となり、乳中の最高放射能もこの時期に検出された。   

ビフエントリンの標識位置の違いによる相違は認められなかった。乳中放射能の大部   

分は未変化体であり、4～5種の微量代謝物が認められたが、代謝物K、M及びH等   

ではなかった。（参照13）  

2．植物体内運命試験  

（1）りんご  

Ben－14（）－ビフエントリンをりんご果実（品種：デリシャス）に476膵ai／gで3回  

ピペットで施用し、散布後0、7、14及び21日に果実を検体として採取し、ビフエン   

トリンの植物体内運命試験が実施された。総残留放射能（TRR）は、処理直後に果実   

全体で0．81mg／kg、7日後には0．74mg／kgで、そのうち果皮及び果実でそれぞれ0．64   

及び0．07mg／kgを示し、その後は経時的に漸減し、処理後21日には果実全体で0．61   

mg／kg、そのうち果皮および果実にそれぞれ、0．55及び0．04mg／kgであった。  

果皮では、処理直後にビフエントリンが96．0％TRR（0．58mg／kg）、その他未同定   

代謝物が 2．2％TRR（0．01mg／kg）認められた。21日後にはビフエントリンが   

98．0％TRR（0．54mg／kg）、その他未同定代謝物が1．4％TRR（0．008mg／kg）認めら  

れた。  

果肉では処理直後にビフエントリン及び他の代謝物も検出されず、21日後にはビ   

フエントリンが88．7％TRR（0．04mg／kg）、その他未同定代謝物が3．0％TRR（0．001   

mg／kg）、水溶性代謝物が5．0％TRR（0，002mg／kg）検出された。  

果肉及び果皮中の残留物の大部分は未変化体であり、シス型からトランス型への有   

意な異性化は認められなかった。残留物の大部分は果皮に存在しており、有意な移行  

はなかった。（参照14）  

（2）ワタ  

Ben一及びCyc－14C－ビフエントリンの乳剤を調製し、これを水で希釈して一葉あたり   

Ben－14C－t：フエントリン25．2pgai又はCyc－14C－ビフエントリン37．2トLgaiを、5～   

12葉／本のワタに塗布（44～158g ai／haに相当）した。また別途土壌に242～264g   

ai／10aを処理し、処理後0、14、28日及び成熟期に検体を採取し、ビフエントリンの   

ワタにおける植物体内運命試験が実施された。土壌は表面から2．5～3．Ocmの深度で   

採土した。  

放射能は処理葉において、Ben－14C－ビフエントリン又はCyc－14C－ビフエントリン処   

理後0日でそれぞれ106及び89．1％TAR（15及び14．9mg／kg）、処理後28日で65．4   

及び68．0％TAR、成熟期で57．8及び59．7％TARであった。土壌においては、Ben－14C－  
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ビフエントリン又はCyc・14C－ビフエントリン処理後0 日でそれぞれ102及び  

93．1％TAR（7．8及び7．3mg／kg）、処理後28日で65．8及び77．2％TAR、成熟期で  

59．6及び74．4％TARであった。   

処理業では、Ben－14C－ビフエントリン又はCyc－14Cゼフエントリン処理の成熟期に  

ビフエントリンがそれぞれ62．5及び64．6％TRR、代謝物としてK、H及びMがそれ  

ぞれ0．4、0．3及び0．2％TRR、その他非極性未同定物質が11．9～12．0％TRR、極性未  

同定物質が7．6～11．5％TRR認められた。シス型からトランス型への異性化は認めら  

れなかった。   

土壌中では、Ben－14C－ビフエントリン又はCyc－14C－ビフエントリン処理の成熟期に  

ビフエントリンがそれぞれ66．8及び75．1％TRR、代謝物としてE、H及びKがそれ  

ぞれ4．9～6．9、0．6及び0．4％TRR、その他非極性未同定物質が5．2～5．7％TRR、極性  

未同定物質が1．5～4．0％TRR認められた。   

ワタの処理葉から他の部位への移行及び土壌処理した場合の植物体への移行（成熟  

期）はほとんど認められなかった。（参照15）  

（3）トウモロコシ  

Ben－14Cゼフエントリン又はCyc－14Cゼフエントリンをトウモロコシに処理し（表   

15参照）、地上部最終処理直後、7、14及び30日に検体を採取した。その後、本試   

験で使用した土壌で生育させたトウモロコシは播種後96、116日に採取して、ビフエ   

ントリンの植物体内運命試験が実施された。  

表15 トウモロコシにおける処理条件  

播種後経過  
処理回数   

処理量  
検体   処理部位  

日数（日）  （kgai／ha）   

Ben－14C   40、60   2   0．38   

Cyc－14C  
5葉／株  

40、62   2   0．48   

Ben－14C   74   0．43   
葛皮1）  

Cyc－14C  79   1   0．47   

Ben－14C   40、60、74   3   2．02   

Cyc－14C  土壌  402）、623）、   3   2．03   

794）  

1）：葉面処理植物の筍皮に1回処理、サイレージ化の30日前  

2）：植物高2フィート  

3）：雄穂抽出期  

4）：サイレージ期の30日前   

葉面、筍皮、土壌処理区の子実中の残留放射能は0．06～0．07mg／kg（無処理でも  

0．05～0，06mg／kg）と低く、トウモロコシでは、ビフエントリンの葉面、筍皮及び土  

壌から子実への有意な移行はみられなかった。土壌処理区でサイレージ期に収穫した  
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